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奥
会
津
博
物
館
企
画
展

　
　
　
　
「八
十
里
越
新
道
記
」
を
読
む

　
　
　
　
　
　
～
南
山
御
蔵
入
代
官 

・
平
岡
文
次
郎
の
功
績
～

『
八
十
里
越
新
道
記
』
を
読
む

改
修
工
事
を
求
め
る
民
衆
の
声

　

国
道
２
８
９
号
「
八
十
里
越
」
は
、

着
工
か
ら
約
40
年
の
時
を
経
て
、
令
和

９
年
夏
頃
に
仮
開
通
を
迎
え
る
予
定
で

す
。

　

こ
の
峠
道
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
欠

か
せ
な
い
の
が
、
今
か
ら
１
８
３
年
前

の
天
保
14
年
（
１
８
４
３
年
）
に
、
南

山
御
蔵
入
代
官
・
平
岡
文
次
郎
の
主
導

で
行
わ
れ
た
大
規
模
改
修
工
事
で
す
。

下
山
村
（
南
会
津
町
下
山
）
の
名
主
・

馬
場
順
平
が
記
し
た
『
八
十
里
越
新
道

記
』
に
は
、
当
時
の
詳
細
な
記
録
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
企
画
展
で
は
、
現
在
町
内
に
現
存

す
る
貴
重
な
３
冊
の
『
八
十
里
越
新
道

記
』
を
全
て
展
示
し
、
当
時
の
大
規
模

改
修
工
事
を
深
掘
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
藤
生
区
と
静
川
区
を
結
ぶ

古こ
び
と
う
げ

檜
峠
の
藤
生
側
に
現
存
す
る
「
八
十

里　

み
ち
」
と
刻
ま
れ
た
道
標
（
町
指

定
文
化
財
）
を
藤
生
区
の
ご
厚
意
に
よ

り
借
用
し
、
奥
会
津
博
物
館
入
口
に
展

示
し
ま
す
。

　

開
通
を
目
前
に
控
え
た
今
、
八
十
里

越
の
歴
史
と
先
人
た
ち
の
熱
い
思
い
に

ぜ
ひ
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

八
十
里
越
は
、
叶
津
村
（
只
見
町
叶

津
）
か
ら
大
白
川
新
田
村
（
新
潟
県
魚

沼
市
）
を
通
り
、
吉
ヶ
平
村
（
新
潟
県

三
条
市
）へ
続
く
約
26
㎞
の
峠
道
で
す
。

　

会
津
藩
が
編
さ
ん
し
、
文
化
６
年

（
１
８
０
９
年
）
に
完
成
し
た
『
新
編

会
津
風
土
記
』
に
も
「
道
が
険
し
く
狭

い
た
め
、
牛
や
馬
の
背
中
に
米
や
塩
を

乗
せ
て
運
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
記

さ
れ
る
ほ
ど
、
物
資
輸
送
は
困
難
を
極

め
ま
し
た
。

　

天
明
３
年
（
１
７
８
３
年
）、
大
冷

害
に
よ
り
飢
饉
が
発
生
し
、
事
態
が
動

き
ま
す
。
会
津
藩
の
歴
史
書
『
家
世
実

紀
』
に
よ
る
と
、天
明
４
年(

１
７
８
４

年
）
１
月
時
点
で
、
南
会
津
町
を
含
む

南
山
御
蔵
入
内
で
２
，
４
３
２
人
も
の

餓
死
者
が
出
る
と
い
う
悲
劇
が
発
生
。

　

当
時
、
南
山
御
蔵
入
を
江
戸
幕
府
か

ら
命
じ
ら
れ
て
統
治
し
て
い
た
会
津
藩

は
、
窮
状
を
打
開
す
る
た
め
、
越
後
か

ら
救
援
米
１
，０
０
０
俵
を
買
い
付
け
、

人
々
が
背
負
っ
て
八
十
里
越
を
運
搬
し

ま
し
た
。

　

こ
の
過
酷
な
経
験
か
ら
、民
衆
は「
牛

や
馬
で
米
や
塩
を
運
べ
る
よ
う
に
」と
、

八
十
里
越
の
改
修
を
熱
望
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

入叶津（只見町）

◀ 『
八
十
里
越
新
道
記
』　

渡
部
雅ま

さ
と
し俊

さ
ん（
中
荒
井
）
所
蔵

▲天保14年(1843年）に改修された八十里越（只見町叶津地内）



特集 　　奥会津博物館企画展「八十里越新道記」を読む
　　～南山御蔵入代官・平岡文次郎の功績～

42026.7 広報みなみあいづ広報みなみあいづ広報みなみあいづ 2026.72026.755

　
平
岡
文
次
郎
と

　
　
　
天
保
の
大
規
模
改
修
工
事

歴
史
を
つ
な
ぐ
古
檜
峠
の
道
標

　

天
保
８
年
（
１
８
３
７
年
）
に
南
山

御
蔵
入
代
官
に
任
命
さ
れ
た
平
岡
文
次

郎
は
、
民
衆
の
熱
望
に
応
え
る
べ
く
、

現
地
を
く
ま
な
く
検
分
し
、
八
十
里
越

改
修
の
必
要
性
を
幕
府
へ
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
工
事
は
許
可
さ
れ
、
平

岡
は
幕
府
か
ら
八
十
里
越
大
規
模
改
修

工
事
の
責
任
者
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
工
事
費
と
そ
の
調

達
方
法
で
す
。
平
岡
が
幕
府
へ
提
出
し

た
文
書
に
は
、
工
事
費
１
，
２
０
０
両

（
約
１
億
５
，
０
０
０
万
円
相
当
）
は

寄
付
で
ま
か
な
う
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
岡
は
、
水
原
代
官(

新
潟
県
阿
賀

野
市
）
も
併
任
し
て
お
り
、
面
識
の
あ

っ
た
「
水
原
13
人
衆
」
と
呼
ば
れ
る
豪

農
た
ち
に
協
力
を
仰
ぎ
、
佐
藤
友
右
衛

門
か
ら
１
，
０
０
０
両
、
小
嶌
次
郎
助

か
ら
２
０
０
両
と
い
う
巨
額
の
寄
付
を

受
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
吉
ヶ
平
村
区
間
の
工
事
費

は
村
松
藩
が
負
担
す
る
な
ど
、
官
民
一

体
と
な
っ
た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
岡
自
身
も
、
天
保
14
年
８
月
11
日

か
ら
26
日
ま
で
作
業
小
屋
に
寝
泊
ま
り

し
、
工
事
を
検
分
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
の
目
玉
の
一
つ
が
、

古
檜
峠
の
道
標
で
す
。「
八
十
里
」
と

刻
ま
れ
た
道
標
は
、
八
十
里
越
の
越

後
側
の
入
口
に
あ
た
る
長
野
（
新
潟

県
三
条
市
長
野
）
と
、
古
檜
峠
（
南

会
津
町
藤
生
）
の
２
基
の
み
が
現
存

し
て
い
ま
す
。

　

平
岡
も
江
戸
へ
の
帰
路
に
古
檜
峠

を
通
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、

こ
の
峠
が
越
後
か
ら
八
十
里
越
を
通

り
、
関
東
に
至
る
重
要
な
ル
ー
ト
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

企
画
展
で
は
、
こ
う
し
た
貴
重
な

歴
史
的
資
料
を
通
じ
て
、
八
十
里
越

が
果
た
し
て
き
た
役
割
と
変
遷
を
紐

解
き
ま
す
。

　
『
八
十
里
越
新
道
記
』
に
よ
る
と
、

工
事
に
従
事
し
た
延
べ
人
数
は

３
万
１
，
３
２
０
人
、
費
用
は
８
０
２

両
。
残
り
の
約
４
０
０
両
は
、
後
の
改

修
工
事
費
と
し
て
田
島
代
官
所
で
保
管

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
平
岡
は
、
駒
戸
峠
・
針
生
・

古
檜
峠
を
通
り
江
戸
へ
と
帰
り
ま
し
た
。

　写真は小林宗
そういち

一さん（福米沢）からご提供
いただきました。

※上記地図の地名は『新編会津風土記』に表記されている地名です。

寛政10年(1798年）に建立された庚申塔。
文字碑の側面が道標になっており、

「右ハ会津八十里ミち」「左ハ大谷丸倉ミち」
と刻まれている。

弘化２年(1845年）藤生村が建立した馬頭観世音。
文字碑の台座部分が道標になっており、

「右　針生　八十里　みち」「左　山」
と刻まれている。

◀ 

古
檜
峠（
南
会
津
町
藤
生
）
の
道
標

▶ 

長
野(

新
潟
県
三
条
市
長
野
）
の
道
標

叶津番所

吉ヶ平村

長野の道標

駒戸峠

古檜峠

藤生古檜峠の道標

山王峠

八十里越

国土地理院　電子国土WEB

　【問合せ】
　  奥会津博物館
　　  電話：0241-66-3077

本企画展は、奥会津７町村文化施設間連携企画展
「奥会津の道　街道 ・鉄道　行き交う人 ・もの ・文化」として開催します。
奥会津博物館では、同時に「熊野縁起絵巻と懸仏」展も開催します。
仏教と深く習合した熊野信仰と勧請に着目し、「熊野縁起絵巻」や「懸仏」を展示。
奥会津における信仰の伝播の様子を紹介します。

◆開催期間　　７月18日(土）～ 11月30日(月）　※期間中無休
◆開館時間　　午前９時～午後４時
◆入館料　　　大人 ：300円　高校生 ：200円　小 ・中学生 ：100円　
　　　　　　　※20名以上の場合は、50円割引

【関連イベント】
講演会　「八十里越新道記」を読む　～南山御蔵入代官・平岡文次郎の功績～
◆開催日時　　９月27日(日）　午後１時30分～午後３時30分
◆開催場所　　奥会津博物館内　山王茶屋
◆講師　　　　奥会津博物館文化財専門員　渡部  康人


